






































































































審査 結 果 要
旨
 胎児がその栄灘価舶を母体からの供給繊存していることは論を待触嚇里認児間の剛
 駈縅している胎盤が母体からの蛋白を馳せしめるに舷ってい晟のか調又請体の然
 ミノ駿から蛋白を合成して児に供与しているものなのかに就ては全く知見がない・著者はRNAが1
 蛋白合成の鋳型であることに着目して,母体にアミノ酸を投与せる際の絨毛上皮RNAの変動を組1
 織fヒ学的に観察した.
 離隔膿噸アミノ艦緻鱒注すると・塒鰍鰍毛撤RNA縄胤た・轍鮒
 駅も騨の所見を翫が遊繊を単一アミ贋敵するとRNA増力繭勘なかつ焦叉,㌧
 絨毛を高濃度アミノ駿液にincubateすrると上皮RNAの増加を認めるが,この際、燐酸緩衝液1
 を便用するとRNAの増加は更に顕著となり,クエン・酸ナトリワムを便用するとRNA増加が阻害1
 齢た藩の新競から・脳働の合成に対し膿絨毛上皮力勲搬割探していること1
 が判明した.この知見は,未熟児出生の阻止にも用い縛る重要なもので磨る.
乞
一
 ～89一
